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KURA⼈社系URAの
複合的活動

⼈社系部局⽀援業務

各種プログラム

⼈⽂・社会科学系
研究⽀援プログラム

海外出⾝研究者⽀援プログラム
分野横断プラットフォーム構築事業、
SPIRITS伴⾛⽀援

外部資⾦獲得プロジェクト
資源整備・成果公開プロジェクト
研究⼒の可視化プロジェクト

⽂学研究科、教育学研究科、法学研究科、
経済学研究科、経営管理研究部、公共政策連携研究部、
⼈⽂科学研究所、経済研究所、総合博物館、
学⽣総合⽀援センター、⼤学⽂書館
アジア・アフリカ地域研究研究科、東南アジア地域研究
研究所、こころの未来研究センター
⼈間・環境学研究科、総合⽣存学館（思修館）、⾼等研究院、
⾼等教育研究開発推進センター、国際⾼等教育院

⼈⽂・社会科学系研究の推進
部局研究者

京⼤⼈社系研究者

京⼤研究者

Pre-Award
Post-Award

研究⼒強化

⼈社未来形発信ユニット

指定国⽴⼤学関連業務

京⼤プロボストオフィス、ユニット

全国の⼈社系研究者

＋国際Gの兼担業務 6



外部資⾦獲得プロジェクト
⼈社系ニーズに沿った資⾦獲得⽀援

• プレ／ポストアワード⽀援の体系化
• ⼈社系に特化したファンドの学内説明会開催
• ⼤型・国際・学際・社会課題解決型のチーム形成⽀援 など

資源整備･成果発信プロジェクト
多様な研究資源や成果出版物の情報発信

• 新たな成果発信⽅法に関する情報収集（出版、翻訳助成など）
• 新刊書籍の情報発信「京⼤新刊情報ポータル」
• 学内連携プラットフォームの構築⽀援 など

研究⼒の可視化プロジェクト
「成果が⾒えにくい」研究を可視化するための調査・提案

• 定性評価フォーマットの検討
• 分野別の特性に関するヒアリング・分析
• 国内外の動向調査 など

他⼤学・機関との連携、業務成果発信
• 「⼈社系フォーラム」年次⼤会、情報共有会の開催
• 業務成果の広報・発信
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⼈⽂・社会科学系
研究⽀援プログラム

３つのプロジェクト
＋１

⼈⽂・社会科学系研究⽀援プログラム
とは？

京都⼤学学術研究⽀援室（KURA)の⼈社系
グループを中⼼に、
部局を超えて⼈⽂・社会科学系研究⽀援に
必要な基盤整備を⾏うプログラム



京⼤新刊情報ポータルサイト

ポータルサイトアクセス数
2018年度
閲覧数 10,672
閲覧者数 8,226
2019年度
閲覧数 16,473
閲覧者数 13,466
2020年度
閲覧数 20,530
閲覧者数 17,905

2020年度の新刊の掲載件数
１８４冊

（昨年度２５０ 冊）
英語化タイトル掲載件数累計

１３６冊
（昨年度 ５３ 冊）
総掲載件数

１,０8７冊
（昨年度 ７２６ 冊
（2020/3/16時点）
掲載純増件数は361冊）

・京大サイトのトップページにバナー掲載

（2021/3/1時点）

2020年度実績

https://pubs.research.kyoto-u.ac.jp
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資源整備・成果発信プロジェクト

https://pubs.research.kyoto-u.ac.jp/


海外書籍出版相談窓⼝、セミナー開催

海外書籍出版セミナー
・「編集者と語る海外書籍出版セミナーと個別相談」

海外出版社Routledge（7/6オンライン開催）とのセミナー開催
ゲストスピーカー：社会科学担当編集者 Simon Bates⽒、
同社から書籍を出版した齋藤嘉⾂・⼈間・環境学研究科准教授

・ 編集者との個別オンライン相談会開催（7/7−7/9）

海外書籍出版相談窓⼝
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/shoseki/kaigai/
情報提供サイト（⽇・英）KURAのWebサイトに2019年6⽉オープン
・問い合わせ先案内 ・イベント情報
・お役⽴ち情報リンク

海外出版FAQ（学内限定）
出版社ごとの詳細情報（学内限定）
ほか、翻訳者、編集者コミュニティへのリンクなど

出版相談窓口：
相談件数 合計12件の内、

・プロポーザル提出支援 2件
・相談対応 9件
・出版実現（契約締結） 1件

海外書籍出版セミナー

参加者合計 ２６ 名
個別面談設定のべ ９ 名
Webアクセス数
告知 183件、報告 16件（KURA）
インタビュー 114件（歩きかた）

2020年度実績
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資源整備・成果発信プロジェクト

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/shoseki/kaigai/


⼈社系海外出版書籍の
オープンアクセス（OA）化事業
⼈社未来形発信ユニットでの事業化を前提に
2019年度KURAで試⾏
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/act/694/

2020年度は指定国⽴⼤学「⼈⽂・社会科学の
未来形発信」の事業として実施

Brill社 単行本 １冊
Routledge社 単行本 ６冊

章 １章
Springer社 単行本 ２冊

章 ４章
合計９冊 ５章のオープン
アクセス(OA）化が実現

支援を受けた研究者からの感想：
・拙著の英語版はあまりに高価なため、ごく限られ
た読者にしか届かないことを悲観して
おりましたが、調査対象地のインドの方々をはじめ、
多くの方に読んでいただける可能性を賜りましたこ
と、心より御礼申し上げます。

2020年度実績

人社ユニットのサイト
にも掲載

10

3

42

34

17
15

40

14

19

41

29

16

30

16

25

49 48 49

0

10

20

30

40

50

60

Mar-19 Apr-19 May-19 Jun-19 Jul-19 Aug-19 Sep-19 Oct-19 Nov-19 Dec-19 Jan-20 Feb-20 Mar-20 Apr-20 May-20 Jun-20

Advances in biolinguistics: the human language faculty and its biological basis BROADBAND ECONOMICS: LESSONS FROM JAPAN

LOCAL POLITICS AND NATIONAL POLICY: MULTI-LEVEL CONFLICTS IN JAPAN AND BEYOND ASIAN EXPANSIONS: THE HISTORICAL EXPERIENCES OF POLITY EXPANSION IN ASIA

ROUTLEDGE HANDBOOK OF ASIAN BORDERLANDS NOTHINGNESS IN ASIAN PHILOSOPHY

Industries and Global Competition: A History of Business Beyond Borders ORGANIZATION OF CRAFT WORK: IDENTITIES, MEANINGS, AND MATERIALITY

ANALYTICAL PSYCHOLOGY IN A CHANGING WORLD: THE SEARCH FOR SELF, IDENTITY AND COMMUNITY CURRICULUM, INSTRUCTION AND ASSESSMENT IN JAPAN: BEYOND LESSON STUDY

BRITAIN'S RETREAT FROM EMPIRE IN EAST ASIA, 1905-1980 Film in contemporary Southeast Asia : cultural interpretation and social intervention

NORTHEAST INDIA: A READER SINICIZATION AND THE RISE OF CHINA: CIVILIZATIONAL PROCESSES BEYOND EAST AND WEST

GLOBAL POLITICS OF JAZZ IN THE TWENTIETH CENTURY: CULTURAL DIPLOMACY AND AMERICAN MUSIC Total downloads per month

Total 
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参考：2019年度OA化実施
Routledge分 OA化前と
OA化後のダウンロードの推移

資源整備・成果発信プロジェクト

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/act/694/
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指定国⽴⼤学
⼈⽂・社会科学の
未来形の発信
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⼈社未来形発信ユニット

Vol.1 SIGNAL
2019年度：
発⾏・編集：KURA
提携：⼈社未来形発信ユニット

Vol.2 BORDER
2020年度：
発⾏：⼈社未来形発信ユニット発⾏
編集：KURA
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東京⼤学
Academic Groove

京都⼤学Academic Groove企画概要
（2019年4⽉企画書）

・⼈社系研究の発信を⽬的として、京都⼤学⼈社系
研究・研究者を斬新な切り⼝で紹介する紙ベース
⼩冊⼦を作成する。

・フリー編集者の清⽔修⽒が⼿がけ2008年に東京
⼤学が発⾏したAcademic Grooveという冊⼦の
事例を参考に、清⽔⽒に協⼒を依頼し、“京都⼤
学版Academic Groove”を作成する。
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東京⼤学
mini Academic Groove

https://www.u-tokyo.ac.jp/content/400005057.pdf
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・⼈社系研究の発信を⽬的として、本学⼈社系研究・研究者を斬新な切り⼝で紹介する。

・研究紹介広報誌というより、カルチャーマガジン的な位置づけ。

・デザイン性を重視し、若者層が⼈社系研究に興味を持つような誌⾯作りを。

・現在の研究紹介の主流である「やさしくわかりやすい研究の紹介」とは住み分け、
「少しハードルが⾼く感じられるかもしれないが、研究のありのままの⾯⽩さを
伝える」がコンセプト。

・そのためにはテーマ設定がポイント。普遍的で汎⽤性は広いが深みのあるテーマ設定を。

・また、媒体としても主流であるWebとは住み分け（特に京⼤内にもWebでの紹介は
増えつつあるため）、⼈社系らしさを⽣かして紙媒体としたい。

コンセプト

（2019年4⽉企画書）
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・普段、⼈社系研究者と縁のない⼈に、京⼤の⼈社系研究の⼀端、その⾯⽩さを伝える
ためには？

・無料の冊⼦を配布することで、能動的に情報にアクセスする層とは別の層に情報を
届けられるのでは？Web⽂化により進⾏するクラスター化からの回避。

・アカデミックデイのアンケートでは、「⼈社系の研究をもっと知りたい」「⼈社系
研究者の話が聞きたい」といった意⾒が幾つか⾒られるが、⼈社系の研究者の参加は
毎年声がけしていてもなかなか増えない。これは⼈社系研究の⼤半の分野ではポスター
発表という⽂化がないことに起因しているように思われる。ニーズに応えるために
別の⽅法が考えられるのでは？

背景

（2019年4⽉企画書）

＋科研費⽀援を通じて、様々な研究者の研究内容に深く触れ、その⾯⽩さを知っている。
⼈社系の研究者の多様な研究内容を、もっと多くの⼈に知ってもらいたい。



ACADEMIC GROOVEとは、学問の現場に漂う
「わくわく感」やノリ、すなわちグルーヴのこと。
「SIGNAL」「BORDER」はこのACADEMIC
GROOVEを社会に伝えるために作成されました。
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・フリー編集者の清⽔修⽒が⼿がけ2008年に東京⼤学が発⾏したAcademic Grooveと
いう冊⼦の事例を参考に、清⽔⽒に協⼒を依頼し、“京都⼤学版Academic Groove”
を作成する。

・教員・事務職員・URAが協働しての誌⾯作りが理想であったが、予算の関係で
ページ数が限られるため、テーマ設定のワークはKURA⼈社系URAで実施？執筆
を教員に依頼する。インタビューなどは経費削減のために⾃前で実施、原稿作成。

・テーマ設定時と編集段階で合計3回ほど清⽔⽒に来洛をお願いし、ワークや打ち
合わせを実施する。

・まず冊⼦の核となる⼤テーマを決める。初回打ち合わせ時にまでに各⾃3つのテーマ
案を考えておく。

・効果測定のために、アカデミックデイでのアンケート実施、冊⼦にQRコードを掲
載してのアンケート収集を⾏う。

（2019年4⽉企画書）

作成内容・スキーム

20



編集会議

・まずは清⽔⽒との初回の打ち合わせで、3号分の⼤テーマを決定。

Vol.1 SIGNAL
Vol.2 BORDER
Vol.3 TRACE

・SIGNALというテーマで、次回の編集会議までに各⾃企画を⽴案。

・2回⽬で清⽔⽒と編集メンバーに各⾃の企画をプレゼン。採⽤する企画を決める。

・3回⽬で清⽔⽒が各担当と企画の内容、執筆をお願いする研究者を検討。

・その後、清⽔⽒とメールのやり取りで執筆者、依頼⽂字数などを決めて、
各企画担当者から執筆依頼。

21
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1 位置づけ

2 基本コンセプト

3 編集⽅法・内容

4 感想・反響・意⾒
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配布イベント：京都⼤学ホームカミングデイ（800）、「東京で学ぶ京⼤の
知」シリーズ（200）、京都⼤学未来フォーラム（150）、⼈社未来形発信ユニッ
トシンポジウム（50）、ユニットELCAS（60）、京⼤変⼈講座（40）、関⻄RA
交流会（30）他
配架：京⼤内⽣協各所（500）、時計台（200）、GACCOH、出町座、ゲーテイ
ンスティテュート、関⻄⽇仏、MTRL Kyoto、カフェ等

6,000部印刷、4,000部強配布済み

アウトプット
KURAサイトにバナー掲載
Webアクセス数 262件
（2020.3⽉末時点）

Vol.1 SIGNAL
展⽰・配布
・京⼤アカデミックデイ2019に出展、100名程
⽴ち寄りあり説明
・11⽉のホームカミングデイを⽪切りに各種
イベントなどで印刷版を配布。書店やカフェ
にも置き、⼈社系研究に縁のなかった⼈たち
にその⾯⽩さの⼀端を伝えることに貢献。
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・⼈社未来形発信ユニットWebサイト
アクセス数 ？件

・KURA Webサイト
アクセス数 306件（2021.3⽉末時点）

・京⼤学術情報リポジトリKURENAI
ダウンロード数 100件

他、メールなどで告知・広報

コロナ禍のため、PDF版で発⾏

Vol.2 BORDERアウトプット

展⽰・配布
・2020年度はコロナで様々なイベント開催が
ほぼ⾒送りとなったため、印刷は⾏わず、
PDF版のみで展開。
2021年度にアカデミックデイなどのイベント
開催が可能となった場合、Vol.2を印刷したい。



・このセンスとライティングは⼤学ウェブサイトでも欲しいです。（京⼤・Web関連）
・この冊⼦はすばらしい。紙媒体はやっぱりインパクトがある。デザインも美しく、当研究所としてもお⼿本にしたい。

（京⼤・研究者）
・素敵な編集ですね。京都⼤学の冊⼦とは思えない洗練されたデザインです。内容も気鋭の先⽣⽅のエッセンスがつ
まった⽂章で楽しく拝読いたしました。次号も期待しております。（京⼤・研究者（執筆者））

・⾮常に刺激的な内容で、楽しく拝読させていただきました。（省庁・職員）
・財団が実施している若者⽂化交流とも繋がりがある。こうした斬新なデザインで学術⽂化を発信する冊⼦はみたこと
がなく、参考にしたい。（財団・職員）

・正直な印象を申し上げるなら、ちょっとオシャレすぎて、パッと⾒て何の冊⼦なのか、また中⾝もどう読んでいけば
よいのか、少しわかりにくいように感じました。（京⼤・研究者）

・とてもかっこいいです。こういうセンスで新たなオーディエンス層にアピールすることは⼤事だと思います。
（京⼤・Web関連）

・⼀般の⽅に対して、⼀度にたくさんの研究者を紹介する⼿法として、この⼿法はアリと思った。また、冊⼦の性質が、
京⼤全体をターゲットにしていてエッジを効かせているので、特定の部局、事務部では作れない作品と思われます。
賛否両論あると思いますが、尖がった取組を引き続きお願いいたします。（他⼤学・職員）

・こういった、アカデミック領域とは全く違った分野に興味を持ってそうな⼈に対するアプローチはとてもいいと思い
ます！ （⼀般）

・良い意味で⼤学の広報物だという印象は受けませんでした。⻑さ（厚み）もちょうど良く、読みやすかったです。
（他⼤学・URA）

感想 Vol.1 SIGNAL
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・無料では申し訳ない充実した内容、ご提供ありがとうございます。
読後「あなたは境界をどう捉えますか。それは何故ですか。境界にどう向き合いますか。」など、いろいろ問
われた気がしました。⾃分なりに考えてみます。
⼤昔に⼤学の⽂系学部を卒業後は、IT企業で理系とビジネスの世界に⾝を置いていたため、⽂系領域はご無沙
汰です。今回本誌や「⽴ち⽌まって考える」シリーズで⽂系の研究領域の多彩さ・奥深さを知り、新たな興味
が湧いて来ました。学びの機会をご提⽰くださり、ありがとうございます。 （北海道・⾃営業）

Vol.2 BORDER

アウトカム
・ユニットの活動、特に「⽴ち⽌まって、考える」とのリンク、相乗効果

感想
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評価・振り返り
・URAの仕事かどうかという意⾒

・コロナ禍の影響。Web媒体の強さ、利便性、今⽇性。冊⼦という媒体の⾒直し。



部局横断的活動ー全学的な横櫛として ⼀分野や⼀部局に限らないこのようなオール京⼤⼈社系冊⼦は
「KURAでないと作れない」という研究者のご感想も。

SIGNAL裏表紙
執筆者⼀覧

Kyoto University
ACADEMIC GROOVE Vol. 2: BORDER ─ Humanities and Social Sciences

Writers

落合知帆（地球環境学堂 准教授）
久野愛（経済学研究科 講師）

Jeremy RAPPLEYE（教育学研究科 准教授）
稲葉穣（人文科学研究所 教授）
早瀬篤（文学研究科 准教授）
鈴木基史（法学研究科 教授）

村上由美子（総合博物館 准教授）
山本真也（高等研究院 准教授）
文世一（経済学研究科 教授）
西山慶彦（経済研究所 教授）

飯田玲子（アジア・アフリカ地域研究研究科 特定助教）
小倉紀蔵（人間・環境学研究科 教授）

町北朋洋（東南アジア地域研究研究所 准教授）
重田眞義（アジア・アフリカ地域研究研究科 教授）
内田由紀子（こころの未来研究センター 教授）

稲谷龍彦（法学研究科 准教授）
米家泰作（文学研究科 准教授）

中溝和弥（アジア・アフリカ地域研究研究科 教授）
伊藤順二（人文科学研究所 准教授）
岩谷彩子（人間・環境学研究科 准教授）

出口康夫（文学研究科 教授）
瀬戸口明久（人文科学研究所 准教授）

児玉聡（文学研究科 准教授）
山本博之（東南アジア地域研究研究所 准教授）
石川登（東南アジア地域研究研究所 教授）

西平直（教育学研究科 教授）
野村理朗（教育学研究科 准教授）
中西竜也（人文科学研究所 准教授）

貴志俊彦（東南アジア地域研究研究所 教授）
坂出健（経済学研究科 准教授）
佐々木健（法学研究科 教授）

木下千花（人間・環境学研究科 教授）
Björn-Ole KAMM（文学研究科 講師）

西芳実（東南アジア地域研究研究所 准教授）
稲垣恭子（教育学研究科 教授）
岡真理（人間・環境学研究科 教授）
伊勢田哲治（文学研究科 准教授）

LIU, Ting（経営管理研究部 講師）
髙山敬太（教育学研究科 教授）

Andrey KLEBANOV（文学研究科 特定外国語担当講師）
竹沢泰子（人文科学研究所 教授）

畑中千紘（こころの未来研究センター 特定講師）

BORDER裏表紙
執筆者⼀覧
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各記事の内容と共に、構成、デザインも切れ味鋭く、
⽔滴が落ちた瞬間の刺激の様な印象を持ちました。

（京⼤・研究者［執筆者］）



Vol.1 SIGNAL
Vol.2 BORDER

KURAウェブサイト
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/news/contents/629-3/ 
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/news/contents/20210201-2/

⼈社未来形発信ユニットウェブサイト
https://ukihss.cpier.kyoto-u.ac.jp/1553/
https://ukihss.cpier.kyoto-u.ac.jp/2384/

京⼤リポジトリKURENAI
Vol.1（学術研究⽀援室 ＞ 報告書等）
http://hdl.handle.net/2433/261258
Vo.2（学際融合教育研究推進センター ＞⼈社未来形発信ユニット ＞ 報告書等）
http://hdl.handle.net/2433/261259

連絡先・お問い合わせ 京都⼤学 学術研究⽀援室（KURA）⼈社系プログラム hsspg@kura.kyoto-u.ac.jp

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/news/contents/629-3/
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/news/contents/20210201-2/
https://ukihss.cpier.kyoto-u.ac.jp/1553/
https://ukihss.cpier.kyoto-u.ac.jp/2384/
http://hdl.handle.net/2433/261258
http://hdl.handle.net/2433/261259

